
令和７年度 食品ロス実態調査報告書

１ 家庭から発生する食品ロス発生量 5,091㌧

（直接廃棄3,156㌧、食べ残し1,935㌧）

１日当たり 一人当たり 一人１日当たり

13.9㌧ 17.69kg 48.5ｇ

２ 家庭ごみに占める食品ロスの割合

令和７年度の家庭ごみ(49,335㌧)のうち､10.3％が食品ロスである。

※家庭ごみのうち食品廃棄物（生ごみ）の割合は、34.63％である。

３ 食品ロス実態調査の結果概要

本市の食品廃棄物（生ごみ）のうち、「食品ロス」である直接廃棄および食べ残

しは、29.8％となっている。（５月調査25.3％、８月調査25.8％、11月調査38.5％、

２月調査29.6%）

４ 手付かず食品の状況

(1) 手付かず食品をカウントしてみると、年４回の調査で513件カウントされてい

る。（５月87点、８月155点、11月156点、２月115点）

(2) 調査では、10分類（やさい、お菓子類、果物類、麺類、豆類、調味料、パン

類、肉類、魚類、その他）で分類している。

多い順では、「やさい」（116件・22.6％）、「お菓子類」（73件・14.2％）、「調

味料」（57件・11.1％）となっている。（その他、110件・21.4％）
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参照 令和７年度家庭ごみ組成調査報告書（秋田市環境部、令和８年４月）

秋田市食品ロス実態調査報告書（R7.6.30版､R7.10.6版、R8.1.6版､R8.3.30版）


